
あ
な
た
の
健
康
を
守
る
は
ず
i

の
「
薬
」
が
∵
か
え
っ
て
命
を

脅
か
す
ケ
橿
ス
が
あ
る
。

銀
座
薬
局
の
薬
剤
揃
。
長
滝

育
弘
氏
が
警
鐘
を
鳴
ら
す
α

「
広
ぐ
使
わ
れ
て
い
る
薬
の
な

か
に
も
、
『
命
串
か
か
わ
る
副

作
用
』
が
括
る
言
と
は
あ
る
の

で
王厚

労
省
「
薬
事
。
食
品
衛
生

審
議
会
」
の
報
告
に
よ
る
と
、

2
0
1
7
年
度
だ
ほ
5
2
9
2

人
が
副
作
用
を
疑
わ
れ
る
症
状

で
命
を
落
と
し
て
い
る
。

「
ど
ん
な
薬
に
も
効
能
と
と
も

に
副
作
用
が
あ
り
ま
す
が
、
隔

い
の
は
ク
い
記
、
寵
姫
現
わ
粘
る

の
か
わ
か
ら
な
い
ク
基
い
ー
ヴ
崖

こ
ろ
で
す
の
飲
ん
だ
直
後
肥
呼

吸
困
難
、
失
神
、
血
圧
低
下
な
ど

の
症
状
を
引
き
起
差
す
三
と
も

あ
れ
ば
、
長
年
飲
み
慣
れ
た
薬

に
も
か
か
わ
ら
ず
あ
る
冥
突

然
発
症
す
る
と
と
馬
あ
弱
ま
ず
。

医
師
か
ら
は
、
処
方
の
際
は

『
副
作
用
が
出
る
可
能
性
は
1
0
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晦掩い薬」

田園田園

掘尿崩

茄
太
腫
同
人
菅
茸
』
懸
崖
崖
説

明
き
れ
蒐
這
崖
が
あ
る
勅
も
鳴

れ
寮
培
ん
。
た
だ
、
そ
の
考
醐

摘
果
脂
1
人
ク
が
義
旗
蒐
睦
や

な
い
繰
誼
臆
崖
違
腫
茜
憩
い
の

奪
苛
」
　
（
長
葦
氏
）

用
法
。
聞
置
蓮
華
っ
苛
も
、

副
作
用
が
発
癌
ず
る
董
蓮
が
お

る
。
薬
豊
う
票
≪
鯛
蓄
合
も
葛
瞳

は
「
愚
者
自
身
が
べ
桑
ヲ
諸
ツ

ト
（
効
能
）
遣
り
呆
夕
の
バ
ラ
ン

ス
窪
理
解
し
た
う
亮
奪
服
願
す

る
』
就
憩
い
」
（
墨
壷
）
の
発
。

膏
の
嘲
防
壁
怒
る
、
薬
の
副

作
用
の
英
規
模
デ
町
負
ぶ
訂
末

が
あ
る
。
そ
の
腕
蓉
鱈
君
臨
者
、

専
門
環
の
解
説
崖
遣
追
肥
紹
介

し
て
い
く
。
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高
血
圧
の
薬
で
心
不
全

「
高
血
圧
を
患
っ
た
男
性
（
7
0

代
）
が
急
性
心
不
全
を
発
症
。

の
ち
に
死
亡
」

「
糖
尿
病
を
患
っ
た
男
性
（
7
0

代
）
が
問
質
性
騙
疾
患
を
発
症
。

併
用
薬
あ
り
二
の
ち
に
死
亡
」

こ
れ
ら
は
、
国
が
報
告
を
受

け
戻
「
副
作
用
が
疑
わ
れ
る
症

例
」
の
内
容
だ
。
－

一
般
に
医
薬
品
の
副
作
用
は
、

薬
が
病
院
や
薬
局
に
納
品
さ
れ

る
際
に
．
つ
い
て
．
く
る
医
薬
品
添

付
文
書
に
記
載
さ
れ
る
。
・
し
か

し
、
発
売
後
の
薬
を
服
用
し
．
た

患
者
に
副
作
風
が
出
た
場
合
、

そ
の
薬
を
製
造
し
た
製
薬
会
社
．

や
医
師
な
ど
が
厚
労
省
に
報
告

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
セ
法
律

で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
情

報
は
所
管
の
P
M
D
A
（
独
立

行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合

機
構
）
が
清
査
し
て
へ
必
要
に

応
じ
て
国
が
添
付
文
書
の
改
訂

を
製
薬
会
社
に
指
示
す
る
。
一

連
の
副
作
用
が
疑
わ
れ
る
症
例

に
関
す
る
構
報
は
P
M
D
A
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て

お
り
、
冒
頭
で
示
し
た
も
の
は
・

そ
の
一
部
だ
。
・
－

た
だ
し
、
こ
う
し
た
情
報
は

必
ず
し
も
、
処
方
を
受
け
る
患

者
に
広
く
周
知
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
な
い
。
、

そ
こ
で
本
誌
は
、
前
出
の
薬

剤
師
・
長
澤
氏
協
力
の
も
．
と
、

厚
労
省
が
公
表
す
る
最
新
の
処

方
数
デ
ー
タ
か
ら
↓
降
圧
剤
」

「
高
脂
血
症
用
剤
」
「
騎
尻
癖
用

剤
」
「
解
熱
鎮
痛
消
炎
剤
」
な
ど
、

〝
0
0
歳
以
上
の
男
性
へ
の
処
方

が
多
い
薬
〟
．
の
上
位
1
4
5
種

を
抽
出
。
そ
れ
ら
の
薬
の
副
作

用
が
疑
わ
れ
る
症
例
と
し
真
、
；

ど
の
よ
う
な
実
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る
の
か
、
一
覧
表
に
ま
と

めた。

体
に
カ
が
入
ら
な
い
…
…

P
M
D
A
の
デ
工
タ
ベ
ー
ス

で
は
、
市
場
に
数
多
く
出
回
る

降
圧
剤
の
中
で
も
使
用
頻
度
の

高
い
「
A
R
B
L
（
ア
ン
ジ
オ
テ

ン
シ
ン
Ⅱ
受
容
体
指
抗
薬
）
の
「
ミ

カ
ル
テ
ィ
ス
」
「
カ
ン
デ
サ
ル

タ
ン
」
な
ど
の
服
用
後
に
、
「
問

質
性
情
疾
患
」
に
よ
る
死
亡
例

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

二
間
質
性
肺
疾
患
は
、
．
肺
組
織

に
無
数
の
炎
症
が
起
こ
り
、
臍

が
固
く
な
っ
て
呼
吸
困
難
と
な

る
疾
患
で
す
。
－
深
刻
化
し
て
呼

吸
不
全
に
な
る
サ
ー
ス
も
あ
で

痛
が
．
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
因

子
で
あ
り
、
治
療
が
遅
れ
で
し

ま
淵
と
命
を
落
と
す
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

∵
初
期
の
症
状
と
し
て
け
〝
な

ん
だ
か
息
苦
し
い
な
〟
と
感
じ

る
よ
う
に
な
り
、
疫
の
出
な
い

空
咳
や
息
切
れ
が
生
じ
ま
す
。

季
節
性
の
風
邪
と
勘
違
い
し
や

す
い
の
で
す
が
、
風
邪
薬
を
飲

ん
で
済
ま
す
の
で
は
な
く
、
医

師
に
相
談
が
必
要
で
す
」
∴
長

澤氏）「
A
R
B
L
と
　
「
カ
ル
シ
ウ
ム

括
抗
薬
」
を
配
合
し
た
「
ア
イ

ミ
ク
ス
」
を
飲
ん
だ
後
、
0
0
代

の
男
性
患
者
が
「
失
神
」
し
た

症
例
も
あ
る
。

「
降
圧
剤
に
は
血
管
を
広
げ
る

作
用
が
あ
り
、
服
用
後
に
血
液

が
重
力
淀
従
っ
て
下
半
身
に
流

れ
る
と
∴
脳
内
の
血
流
が
不
足

す
る
怖
れ
が
あ
り
ま
す
。
す
る

と
め
ま
い
や
貧
血
が
生
じ
、
気

を
失
う
こ
と
も
あ
る
。
転
倒
で

ケ
ガ
を
負
う
リ
ス
ク
が
あ
る
し
、

仮
に
階
段
の
上
な
ど
で
症
状
が

出
た
ら
転
落
に
よ
っ
て
命
に
か

か
わ
る
事
態
と
な
る
怖
れ
も
あ

る
」
　
（
長
澤
氏
）

増
え
す
ぎ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
の
量
を
改
善
す

る
高
脂
血
症
用
剤
は
、
．
「
筋
肉

痛
」
や
「
肩
こ
り
」
・
な
ど
の
副

作
用
が
知
ら
れ
る
。

そ
れ
に
加
え
「
ク
レ
ス
ト
ー

ル
」
「
ゼ
チ
ー
ア
」
－
「
リ
ビ
デ
ィ

ル
」
「
ベ
ザ
フ
ィ
ブ
ラ
上
下
」

と
い
っ
た
多
く
の
高
脂
血
症
月

割
を
飲
ん
だ
後
に
「
横
紋
筋
融

解
症
」
と
い
う
重
い
疾
患
が
発

症
し
た
例
も
あ
っ
た
。

「
薬
の
服
用
に
よ
っ
て
筋
肉
の

材
料
で
あ
る
血
中
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
が
少
な
く
な
り
、
筋
肉
が

溶
け
て
い
く
病
気
。
体
に
力
が

入
り
に
く
く
な
っ
て
歩
行
困
難

が
生
じ
る
ば
か
り
か
、
溶
け
た

筋
肉
の
成
分
が
血
中
に
流
れ
出

す
こ
と
で
腎
機
能
障
害
や
腎
不

全
が
生
じ
、
最
悪
の
場
合
は
尿

素
な
ど
の
毒
素
を
排
出
で
き
な

く
な
り
中
毒
死
し
ま
す
。
服
用

後
す
ぐ
に
．
こ
れ
ら
の
症
状
が
出

る
1
の
で
は
な
く
数
か
畑
が
少

数
年
た
っ
て
発
症
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
」
　
（
長
澤
氏
）

横
紋
筋
融
解
症
は
、
複
数
の

高
脂
血
症
用
剤
を
服
用
す
る
と

発
症
し
や
す
い
傾
向
に
あ
る
た

め
、
そ
う
し
た
処
方
を
受
け
て

い
る
人
は
要
遼
意
だ
。

降
圧
剤
や
高
脂
血
症
用
剤
と

同
じ
く
、
糎
尿
痛
の
海
藻
薬
も

一
度
飲
み
始
め
る
と
服
用
期
間

が
長
く
な
り
が
ち
だ
。

騎
尻
癖
用
剤
の
「
ト
ラ
ゼ
ン

タ
」
「
ア
マ
リ
ー
ル
」
な
ど
は
、

服
用
し
た
患
者
が
「
低
血
糎
」

を
発
症
し
た
の
ち
に
死
亡
し
た

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

「
血
糎
値
の
上
昇
を
抑
え
る
旛

尻
癖
の
薬
す
べ
て
に
、
血
中
の

稽
分
が
少
な
く
な
る
低
血
潜
の

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
低
血
騎

に
な
る
と
脳
を
動
か
す
エ

キ
ー
が
減
少
し
、
深
刻
な

ス
で
は
薬
の
服
用
か
ら
1
5
分
ほ

ど
で
昏
睡
状
態
に
陥
る
こ
と
か

あ
り
ま
す
。
低
血
溝
に
は
死
の

リ
ス
ク
が
あ
る
た
め
、
他
の
薬

と
比
べ
て
糎
療
病
薬
を
慎
重
に

処
方
す
る
医
師
が
多
い
で
す
が
、

患
者
も
リ
ス
ク
を
知
っ
た
上
で

服
用
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
」
（
長

澤氏）低
血
糖
の
初
期
症
状
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
，

▲
セ
即
駈
ざ
う
ー

MITSUYOSHI
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ
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111 ▲ 11’ �アム日ジピンOD範5mg ���������高血圧を患った男性（70代）が劇症肝炎を発 �������������肝機能障害、責症、白血球減少 「トーワ」 ���������症。併用案あり。のちに死亡 �������������など 

繕 諮 �∴一∴∴∴：∴ ���� �� 

「日医工」 ���∴＼ �滋喜　一《‘’” ��＼∴　　、∴∴、 ��∴ � �を �発罷業 �� �∴ � �：・∴∴＼ � �、」、｝ ヽ、tr） � ��� �漬 �露澄 �；糞 �ゝ（ �、薫諦▲、、’、、籍 

ニフエジピンCR範20mg ���������高血圧を患った男牲（60代）が美神、転倒。 �������������紅皮症、血小板減少、肝機能障 

「サワイ」 ����� ����併用案あり �������������書、黄症、意識障害など 
∴： 海 、一子 � ����竃綴 ∴ふ：∵∴ �� ��寮 去、〉 � �憲 � ���懸 �慾 、喜入 �＼、、、、＿ ’蘭 一、へヽ、く ふふふ � �� � �潔 �擬 離 京． �能醇薫き 憲襲懇 �� 

－－－－ ��� � �� �� �′－ �����m �■へヽ � ������ � � 

独立行政法人医薬品医療機器総合機構（PMDA）か公開する「副

作用が疑あれる症例報告に関する筒報」データベースに掲載さ
れた、副作用・有害事象が疑われる症例報告から、薬剤師・
長澤育弘氏監修のもと泰郎を抜粋（同じ有効成分の薬における
症例を含む）。同データベースの死亡例には調査の話某、薬と

の因果関係か認められないものも含まれるが、それらは表には靖
載していをい。掲載した医薬品は、麦藁氏協力のもと、中高年
世代か副作用に注意すべき葉の分野を限定した上で、厚生労
働省「第4回NDBオープンデ÷一夕　内服薬　外来（院外）」（2017

年4月～2018年3月）から、60歳以上男性への処方量が多い上
位145の薬を掲載した（PMDAに報告された症例か7封ヽ薬を除く）
※1／黍付文書に萬鼓されていない有害事象が発症した事例。
※2／2017年6月16日付で名称を『ニコランジル鑓5mg「トーワ」』

に変更。※3／2018年6月15日付で名称を『フロセミド錠20mg「武

田テバ」』に変更。※4／2017年8月15日付で名称を『クエンメッ

ト配合錠』に変更。
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す
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と
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日
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」
　
（
長
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氏
）
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る。



8繊彊難藤田曲易‾萎み名前一〈一　言 ����������回田細田圏認lここ　穿　　　　I・圏回田賀宴話題曲 �������������抄鮒敬の琵 

「 �アタラ「トCR範20mg ���������高血圧を患った男性（80代）が顆粒球数減少 �������������・肝機能障害、意識障害、めまい、 

を発症。併用案あり �������������血圧低下、呼吸困難など 

義子　　　　”二鞍i涙＄1 ��� �� �� �茎三 �高鳥　　　　　∴く 

ワン ������� ��漣 � �� ��寮 � �症 �∴覇規襲あ擬めぢ ��� ��三瞳 �畦 �語録緻 ��‾不振な �主筆空言‥： 

ノルバスク範5mg ���������高血圧を患った女性（70代）が、肝不全や慢性 �������������白血球減少、房室ブロック、血 
活動性肝炎を発症。併用薬あり。のちに死亡 �������������圧低下、めまい＼嘔吐など 

111 ▲ 合一I・1’ � � �� �享楽 ∴∴∴魚・・∴ � � � �� �誌” �� �嚢 � � � ��� � ��：、 �� ��　、　） 
、0000‘ ����� ��‾′∴i ∴「 �� �顔 ��靂 �� �� �� � �� �‾嘗蒸 ��J詑 � � � 

一硝 ����イシソ �ん、・－く1・lhMヽし、）、・ ルビ イ」 ��ド範・ ∴、－「m－‾ ��狭心症 ��� �患 �つ �た �男性（70代）が浮動性めまい ������．月 頭 � �能障害、動悸、血圧低下、 

2 ��Omg「サワ �������を発症 ����弊用薬あり �����������、しびれ、黄症など 
ー● �� ��� ��ン“：′∴ 膏；‘＼主 」と同 ��� �� � 

アイトロ⊥ル箆 ������2 ��� ������� ������肝 �機能障 ���害、動悸、血圧イ ��塞下、 Omg ��揺：翻i霊鳥 （一硝酸イソソ） �������∴∴∴∴　∴一∴∴一 レビド籠20mg「サワ 
成分） �������������頭痛、しびれ、責症など 

章二○ ��� �一∴「∴　∴ ���� ��� �� � ��� �� 

・‾一‾“競演 ����� �� � � � � �巧言 � � 

ジルチアセム ������塩酸塩R ���狭心症を患った �������桂（80代）が完全房室プロ ������うっ血性心不全、中毒性表皮 壊死症、肝機能障害、血圧低 下：脱力感、めまいなど 

カ ��ブセル10 ���Omg「サワイ」 ����ツクを発症こ併用薬あり 
1雨 � � �「＼「 �� ��� � � � �� � � � ��－ ��轄 ��流二蜜議運軽 ��賽 �良薬 

「．1やや ���� � � � �� � �� � �” �霧黍 ��〉∴「∴ �∴一言i∴∴∴一 �� �� �� �惑韻薫i鱗蜜窪霊諜 

1＝ III �クレスト「ル範2ニ5m「g ���������脂質異常症を患った男性（70代）が横紋筋融 �������������肝機能障害、同質性肺炎、血中 

解症を発症。併用案あり・。のちに死亡 �������������板減少、末梢神経障害など 
二、二：．一書∴Li �� � �；∴ � �‘：1、 �簸 � ��� ��凝議 �� �∴「 、∴ � �・‾昔く 

：－　ヽ“’ ��一’∴　〉一 ��� � � � �㌢ノ‘　　・一二　羅・二・”‘ ���� � �逓 � � ��人‾　　　　　炎なと∴ 

自 ��スバスタチ ���ン錠2，－5mg ����（クレストール釜2， ��������5mgと同成分） �����肝機能 ���障 �書、問質性肺炎、血小 

「DSE ����P」 ������������������板減少、末樽神経障害など 

幾泌 ��す � � �ー‾↓： �� ��� �� � � � � 
一°∵＿i■’ �� � ��）冨r � � � ��∴、i∴ �・1－　絡塵＝ ��－●∴ �� � �蜜 �：∴め �∴∴まいなど〕∴ �� 

ベサブイプラ �����－‘ト ��SR範 ��高脂血症を患 ������った女性（60 ���代）が横紋筋融解， ����アナフイラキシー、肝機能障害、 ・めまい、胃潰瘍、低血掠、貧血 など 

200mg「サワイ十 ���������症を発症 

薫 �� � �� � � ��議 �灘． 発露 �� � � �義 一、； � ����：能異常： ��≡騎 馬 溌 � ��ー漆 � 滋 �：‾ヽ ��覆 � �� ������� �� �‰ 

アトルパスタテン錠．10mg ���������高コレステロール血症を患った女性（80代） �������������劇症肝炎、過敏症へ無顆粒球 ‘症、高血糎、問質性肺炎、貧血 など 

「サウイ」 ���������iが横紋筋融解症を発症。併用案あり 
’：‥争 � � � �千言 �∴－：な．く �� � ��潔 �翳 �鷺 や∴r �‾湊 �、：‾‾夢 � ���言と同成： ��≡鞠 �窪 � ��寧過敏嚢繋繋強襲 　　　′↓：、＿∴： 

撃 �嚢 �：！醍 ��無想 � �一∴　∴∴「 � ������ � �∴∴∴辛∵：「∴∴∴∴ ∴十十十∴∴∴∴． ���∴∴∴∴「：； ��漬 �ど ���漆曝擬離猿獲 

l �フロセミド箆20mg「テバ」 （※3） ���������高血圧を ����患った女性（80代）が類天痘瘡を発 ���������再生不良性貧血、難聴、心室性 
症。併用薬あり �������������不整脈、問質性腎炎など 

漆 �鮫襲 iベ＼、く � � �嵩∵「∴∴∴　一∴ ��宰 �繋襲 �� � � � � � � �� �� � � � �∴血∴ �ー’ふ’へ � 
と‘・奇′ �� ��� ���悠i � �：：∴：∴∴∴∴∴ � ��：一一、・：： ��：、言 � �� �襲獲欝発議繁滋譲 
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と
指
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す
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は
長
澤
氏
。
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身
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（
長
澤
氏
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謹藷認 �＝　タ　誓ニ ������� ���ノ ����������船群既賊旋 

●●→● i �ピップ田田園ルフマル �������狭心症を患った男性（60代）が完全房室プロ �������������心不全、高度徐脈、心房綱動、 酸塩鐘2。5mg「田園王」 �������ツクを発症。 ���併用案あり ����������呼吸困難など 
一∴ �� �ヽC．　一 ���� � �� � � �� � ���� � �一一一一一－ 

瀦、， �� ��。　g �� � �－－ � �� ��� ���� �ごく ���� 
巾、JJY〔．？．一・人◆ � 

サンリズム痢プセル50岬g �������心房紬動を患った男性（80代）がトル ド・ポアント（不整脈）を発症。のちに死亡 ������������－ド・ ・1） �急性 神、′ など �腎不全、肝機能障害：臭 も不全、血圧低下∴めまい 

▼ �∵∴： ∴÷ �言∴∴÷∴∵∴ �� ���　　ーi　∴＼ ヽ／一子 � ��一言．∴∴十∴∴＼言 ，ゝ、今ゝノ〉 ���∴∴∵；∴ ���’＄〕’〉′、 、へ｝ �� ��、i �一ヽ　ノ �’よ′、戦績、畿緩緩発議 

∴∵ �　　　∴∴ ∴：：、∴∴∴ �＼∴、i 誓東、子、 ��　　　　∴　∵ 〈′i、 ��、ヽ，心持′、 ∴「．∴i∴ 　暮ら霊言霊 ′、…ノ、霊ユ �絵 ��∴　∴∴∴「 　　∴∴＼ �ヽ」 ′霧、、、’〉′｝ 　滋：，｛ ��一鴻 �ふふ、 �一｛∴ �子∴∵：一 一・シバ　討、′ノ �� �� �∴∴∴∴一 �器蒸器‘）鰯、繁終結 

セル三ルトン錠 浅発滋畿叢叢讃器漆灘澄繕澄讃講義欝繕畿畿 ㌻！ �������長 物 ��性前立腺肥大症を患った男性（7 性肝障害を発症。併用薬あり ��������0代）が薬 ���E王1 日 振方 �障害、胃部不快感、食欲不 と 

三m重：．灘エゞ � ��∴∴ ���畿鷺猿 �� �� �ペ1ズー、 ）で、く 懸 � 

蕊 � �� ������� ���� 

ペタニス範50mg ��������緊張憧膀脱へ頻尿を患った女性（90代） 圧上昇を発症。併用薬あり �����������が血 �尿閉：動悸、回転性めまいなど 

滝 � ��肖　　，）　　誌、 ��� �� �■ �� � 

、日　　　、紫 ���� �臼汚毒赫纏ま �� �� � ��、′　※、食 �� ���緩 �と �一時、売、、諦；タ、’梁笠，、、母磐認 

ハルナ調ルD範0。2mg �������（タムスロ イ」と国威 ���シン塩 分） ��酸塩OD轟0，2mg「サワ ��������肝機 �能障害、黄垣など 

三蓮饗 ��肥大症 ��態翁護蒙 ���避 �（8 �綴 ��籍潮騒 �藷 � �義務 �三瀬 �諒蒸襲※擬態 
「　　」． ������� 

・′浅、一　　　　美・ ��� �，，、ヽ　ノ人、〉 � ��� ��、　　ヽ　　－ ���∵　∴i、∴∴∵ �� �� � � ���●′今　〕） 

エルサメットS配合範－ �������良性前立腺肥大症を患った男性（70代）が発 �������������腰痛、胃部不快感、胃痛、悪心 
疹を発症 �������������など 

）ヽ、ヽ↑ 、∴、「＼∴∴∴　－ ��霧総熊．　　ノ、、、 ����∴∴∴∴∴、∴∵；： � � �� ��∴∴－：∴∴ ��� ��、、、）、′　へ言‥∴子● ��� �露謙譲鱗醤総漆讃畿饗 

g∴一言 ����、：●、∴∴i、 十　一〃●－●ヽ �����・　華、 ���、の　‾ �� �� �覿 �、蒲機能 ��態書類毯縫※緩綴 

2型頼尿病を患った男性（70代）が問質性脇 疾患を発症。併用案あり。のちに死亡 �������������アナ 急性 いな �フイラキシー反応、低血瀬、 膵炎、腸閉塞、浮動悼めま と 
ジヤヌビア範50mg 
ゞ∴∴i∴1∴＼∵∴　∴∴∴　∴一＿ �����治、事実、 �←　－∴∴ � � �壬 � �� ��� �ヽ ����婆 �幾繚ノ ��、墨縄人、′懇話婆謀議 

ヽヽ � ����、’一、％ �へゝ　ノヽ華　ヽ　＿　労、く � � �一・触 �÷死亡∴ �� �� �ノさ，、、需 �� ��｝　′ゝ、 �額 �塞繕麺歴競蟹畿漆緩、懸 

亨と： J rヽ �トラセンタ範5mg �������頼尿病を患った男性（80代）が低血糎を発症。 �������������急性謄炎、問質捏肺炎、浮動性 

併用薬あり。のちに死亡 �������������めまい、高脂血症、腸閉塞など 
賞′　　　、）、塵、、、薄、、、～賀、熊嵩澄、－、ゝ達雄濡婆、，講だ ������� �� � �� ���，　　富　　ブ三三 �����・鵬 �籍韻蘭嚢、くシ ���自適繋滅饗－ 

∴∴ ������一∵∴∴∴∴∴： � � �轟翻擬蔑襲務離襲 ���’∴言 、Y／童〉 ��；、、 ▲、素 �∴∵∴：：∴ �、ゝ‡（‘ �：誉〇・ �※ �＼：∴∴∴ � �二言∵∴∵∴－：∴十三 ���※鱒窺駁繋議 

テネリア範20mg ������� � ������������l≡う 
旛尿病を患った男性（60代）が類天癌露を発 症。併用薬あり。のちに死亡 �������������低血 浮動 能障 叱手‘ヽゞ＼‘豊栄 �糎、腸閉塞、問質性肺炎、 性めまい、急性膵炎、肝横 言など 

、夷 �� � � �蕊ま窓 �� �� ��総裁欝 ��発議炭謙灘醗醗撥 

′か∴㌻検事 ���� �� �∴∴∴ 丸泣． �� � ��、駕 �������、‥∴一　子 �＼′t＞ヽ �ヽノーヽ　　　　　　　：ここiヽ 

蕊謹恕撥謙譲懇畿緩慾救護懇談蕊畿総競紫謙譲綴 ���������護漆器蕊姦滋灘蕊蕊謙譲蕊濃霧畿 ������　　　　　　　　′′、 渡総蕊蕊黍諜漆滋畿発送． �����‘1　● �鶉怒畿畿※畿 ���∴∴∴∴∴ふ言ゞ∴王 

エクメット配合韓HD �������2 ド ��型糎尿病を患った男性（70代）が乳酸アシ －シスを発症。のちに死亡 �����������低血糎、急性膵炎、問質性肺 炎、高血圧、めまい・ふらつきな ど 

、く絞寮滋，航嵩ノ” � �� � �� � ��、’〉書　、葦 �� �� �漣塑 �擬重態′義務陸　離醸離籍綴 

∴∴∴「∴∴雪獣．：：：：「．：∴ �������蔦 �〔養 �緩懸 �葦撥′； 泌裏芸蕊撮激減 �ヽ、ィ▲ 、ヽノ，′ 、滝壷 �筆へ、汚く ＿綴 �＼∴∴：∴：∴ 溝、、 　∴＼ 総説裟畿 ��∴． ��∴∴ ��〕言十一∴∵ 綴、灘、操 　〈；く、 �饗 �昔、∴　∴∵ 　　　ヽ、 

壷

：

∴

言

霊

主

意

卒

ふ

く

　

一

一

ロ
ッ
カ
ー
』
と
呼
ば
れ
る
胃
薬

を
飲
む
と
、
ま
れ
に
認
知
機
能
、

の
低
下
や
せ
ん
妾
、
幻
覚
な
ど

が
生
じ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
」
　
（
松
田
医
院
和
漢
堂
の
松
田

史
彦
院
長
）

P
M
D
A
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
は
、
胃
薬
「
ガ
ス
タ
ー
D
L

を
服
用
し
た
7
0
代
男
性
が
「
狭

心
症
」
を
発
症
し
た
と
の
報
告

が
あ
る
。
心
願
が
酸
素
欠
乏
を

起
こ
す
こ
と
で
胸
へ
の
痛
み
や

圧
迫
感
な
ど
が
生
じ
る
疾
患
だ
。

花
粉
誼
の
藁
で

憲
議
を
笑
う
・

花
粉
症
な
ど
に
効
く
抗
ア
レ

ル
ギ
ー
薬
で
は
、
「
ア
レ
グ
ラ
」

の
服
用
後
に
「
意
識
消
失
」
す
．

る
症
例
が
あ
っ
た
。

「
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
は
鼻
水
や

皮
膚
の
赤
み
、
か
ゆ
み
な
ど
の

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
を
緩
和
す
る

一
方
、
別
件
周
と
し
て
眠
気
が

生
じ
る
こ
と
が
多
い
。
服
用
後

場
～
5
0
分
で
徐
々
に
眠
気
が
強

く
な
皇
醒
軒
に
見
舞
わ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」
（
長
澤
氏
）

抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
を
服
用
す

る
際
は
言
草
の
運
転
を
控
え
る
　
3
3

こ
と
を
徹
底
し
な
け
れ
ば
、
六
・



圏‾‾臆器喜一　÷想謁 ������開田園田田圃臨圏認認認亜認艶聞園田報国 ���������������田園歴遊難題題雌遮 

メトホルミン塩酸塩範 ����糖尿病を患った男性（60代）が乳酸アシドー ���������������低血糖、肝機能障害、貧血、め まい・ふらつき、全身倦怠感な ど 
・一言 �250mgMT ���rDSEP』 �シスを発症。併用薬あり。のちに死亡 

績 � � �� �� �� �� � ���� � �� ◆ � �：；∴∴∴「∴∴∴ ��∴∴∴一∴∴∴∴∴． ��餐 ��：′．∴ �欝誤謬 ��強ま �∴事：のち �琵 � � �「∴∴ � �� �≡漂 �ぐ �壇襲 �擾糟即擢薄紫葦 

‡C l � �アマリールfhg範 ����旛尿病を患った男性（80代）が低血橋を発症。 併用薬あり。のちに死亡 ���������������）谷血性貧血、血小板減ン、肝機 能障害、めまい、一過性視力障 害など 
ヽ∴∴一丁一杯∴一一㌧∴ �� � � �� �憲議 �� �� � ������竃露 ��一湖巌壷≡掘藩諸・ 　1－十・、：・ 

十サ �∴丁∴十十∴ �∴一 ；・，i・ �：発症∴∴ ���� �� � �子｝《 �� � ��� �∴少∴∴ ��ま窪 �ヽ∴云 �漣毒凄謙貧飯譲窒i“ 

スイニー範100mg ����．2型糖尿病を患った男性（60代）が肝機能異 ���������������低血漉、腸閉塞、急性膵炎、め ′ � �����常を ��発症。併用菜あり。のちに死亡 �������������まい、貧血、消化性潰瘍など 

ヾ“‾1． � � � ��� � �� � � �� � ���� ��繋三 � 

i　・○　　　′ � �� �� �� �� � � � ��� � � ��、・番ゝ　　－　＿　i 

一七ふ・一一ふふふ一一一一・∴∴－一一∴∴∴∴一一一ふ∵一一∴・一二一六言一一一LJ一 夕ルフナスト毘10mg ����2型擦尿病を患った男性 を発症。併用薬あり ��������（70代）がjb筋梗塞 �������低 血 な 獲 �血源、肝 圧悪化、 ど ��機能障害、動悸、高 かぜ症候諾、四肢痛 

－ �� �築 �寸 � �� ��繚善蓬療域 �� � � ����∴ ��血∴＼「脹 きし点∴華 ��閉塞一白血球 ���識勢∴ 

〇品 � � ��� �� ��� 

ベイスンOD ��誼0，3 �高血糖を患った ������男性（70代）が顆粒球減少症 ���������低血漉、劇症肝炎、貧血、めま 

0，3mg ���を発症。．併用案あり。のちに死亡、 ���������������い、ふらつき、血小板減少など 

；“二 � �� �� � � � � � ���� ������ � �� � 

∴ ��「∴．∴∴エィ∴：∴∴∴；：シ∴ ��＝崇撫蝦電撃譲需諒論詰： � � �離 � �務 � � �� �言・＼ � � �　∴∴｝ ヽ′言▲・′ � � � ��ヽ： へ．＿． �∴∴∴竺∴ “ト，’ら’ �� 

アロブリノ「ル錠100mg ����高康 ��酸血痕を患った男性（80代）が薬物過敏 �������������ショック、アナブイラキシー、肝 

「サワイ」 ����症を発症 ���������������機能障害、腎不全など 
∴ヽ： � � � �薫 � � �舞 �－ ��凝二薫e謙 ��叢書 �千 � ���� �滋 �泰 � � �液詮索、－ �キシ二、：舟 

…∴、 � �＝mg∴∴∴∴ � � � �∴「 � � ��1′： � � � � � �∴∴∴；∴∴∴∴∴ ���：＼ ���∴日∴∴　一弘十∴　　∴．∴ 

ウリンメット配合錠（※4） ����高尿酸血痕を患った男性（60代）が高カリウ ム血痕を発症。併用案あり ���������������胃不快感、下痢など 

手淫‾謹話議 ��� � �鼻 � ��：－， ll∴ �� �� � � �∴∴∴ � �� �二塁 � � � �・・：、演言、＿－′叫、・－i謹言樟弱 

った男性（7 ���0代）が薬疹を発 ������肝 � �� 
ウリアデック ���錠20mg �高尿酸血痕を患 症。併用案あり ����������������機能障害、四殿不快感など 

‥∵｝1．′・－ �� � � � � � ����、： � �� ��� � � �� 

∴岳 �∴＼ � �� � � �螢顎 ��一　∴†∴∴ �� �� � � � ���：‘・な1－ � � �� 
∴高二高　　　一÷1 � �撃 ����∴埠．∴「∴： �� �� � � � ��� �� ��鉦：言説、．二宮一一高、霊 

アルロイドG内用液5％ ����逆流嘩食道炎を患った女性（80代）がスティーヴ ンス・ジョンソン症候群を発症こ併用案あり（※1） ���������������下痢、便秘 

、i葦高三‘i＝i’・′告：今 ��：∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴＼∴　∴「∴ �洩 � �犠 蓬 � �濁 �嫁建 �ー攫 �二義窓姦－ �紫≡ �（60 ��∴）言が肝機 ���能「 � � �∴∴∴イブ 泊や∴ � �※索　　∴‾渋＿1品．i 
≡桑 �繋 �� ��� � �� �� �� �����逆ら �� 

レバミピド綻100mg 「EMEC」 ����（ムコスタ琵100mgと同成分） ���������������アナフイラキシー横症状、白血 球減少、嘔吐、めまい、動悸、 発熱など 

∴∴∴∴∴∴∴ ��� � � � � � ��� �∴　∴ ��� � ��� � � � 

、∴∴∴∴∵∵∴∴∴∴∴∴ ���∴∵∴∴ �懇 �繋 �藻 � � ���� ��繋 � ��� �薫驚 ��繋1 、：ぺ”霊 �怒鶉擬態饗 ＿＿．＿一ふLLふふ．∴ ���漆漆蜜 

露

事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

不
眠
症
に
な
っ
た
高
齢
者
が
　
3
4

使
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
催
眠

鎮
静
剤
。
抗
不
安
剤
は
：
「
急

性
呼
吸
不
全
」
に
陥
る
症
例
が

報
告
さ
れ
て
い
る
。

「
『
マ
イ
ス
リ
ー
』
な
ど
の
催

眠
鎮
静
剤
は
、
自
律
行
動
を
司

る
延
髄
な
ど
に
作
用
す
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
副
作
用
と
し
て

呼
吸
困
難
に
陥
る
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
」
　
（
長
澤
氏
）

頭
痛
な
ど
痛
み
を
抑
え
る
た

め
使
用
す
る
解
熱
鎮
痛
消
炎
剤

は
胃
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
、

「
胃
腸
出
血
」
や
「
消
化
性
潰
瘍
」

を
発
症
す
る
怖
れ
が
あ
る
。

よ
り
リ
ス
ク
が
大
き
い
副
作

用
は
「
中
毒
性
表
皮
壊
死
融
解
・

症
」
だ
。

「
全
身
に
水
ぶ
く
れ
や
皮
膚
の

た
だ
れ
な
ど
が
生
じ
、
高
熱
や

目
の
充
血
な
ど
を
伴
う
重
度
の

皮
膚
障
害
で
す
。
悪
化
す
る
と

全
身
や
け
ど
の
よ
う
な
状
態
に

な
り
ま
す
」
　
（
松
田
院
長
）

－
P
M
D
A
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
を
思
っ

た
0
0
代
女
性
が
解
熱
鎮
痛
消
炎

剤
の
　
「
セ
レ
コ
ッ
ク
ス
」
を
服

用
後
、
中
毒
性
表
皮
壊
死
融
解

症
を
発
症
し
て
の
ち
に
死
亡
し

陸
軍
隆
国
騒
擾
醤
酷
謹
曝
露
齢
I
L
陽
性
際
騒
露
離
際
醗
袈

キ
ー
′
旗
手
離
．
」

MITSUYOSHI
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

MITSUYOSHI
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ

MITSUYOSHI
繝上う繝ｩ繧､繝郁｡ｨ遉ｺ



ランソプラゾールOD綻
15mg「トーワ」，

タケプ日ンOD錠15
15mg

ltリエツト錠10mg

セルペックスカプセル
50mg

フアモチジンD誼10mg
「サワイ」

胃食道逆流性疾患を患った女性（50代）が貧
血を発症。併用案あり

（ランソプラゾールOD錠15mg「トーワ」と
同成分）

胃食道逆流性疾患を患った男性（80代）が肝
機能異常を発症。併用薬あり

（テプレノンカプセル50mg「サワイ」と同成
分）

（ガスターD錠20mgと同成分）

アナフイデキシー、黄症：問質

性肺炎、問質性腎炎など

アナブイラキシー、黄症、問質

性肺炎、問質性腎炎など

ショック、アナフイラキシー、溶

結性貧血など

便謡、下痢、嘔気など

ショック、アナフイラキシー、肝

機能障害、黄症など

リバクレオンカプセル
150mg

膵性椋尿病を患った男性（70代）が高血擬を
発症

便秘、下痢、発熱〔胃腸炎など

マグミット舘330mg
便秘を患った女性（40代）が傾賜を発症。併
用案あり

高マグネシウム血症、下痢など

メジョン範15mg
気管支炎を患った男性（50代）がアナフイラ
キシー様反応を発症。併用案あり

呼吸抑制、頭痛、舷畳、食欲不
振、眠気、嘔吐など

カルポシステイン錠
500mg「ト“ワ」

ムコツルパン範15mg

喉頭癌を患った女性（40代）がアナフイラキ
シー反応を発症。併用案あり

上咽頭炎を患った男性（30代）がアナプィラ
キシーショックを発症。併用薬あり

肝機能障害、中毒性表皮壊死
症、黄垣、嘔吐、呼吸困難など

皮庸粘膜限症候諾、めまい、胃
不快感、肝機能障害、上肢のし
びれ感など

＿山

た
ケ
当
ス
が
掲
載
さ
れ
て
中
る
。

解
熱
鎮
痛
消
炎
剤
の
「
ト
ラ

ム
セ
ッ
ト
」
で
は
、
痙
痛
を
患

っ
た
7
0
代
男
性
が
服
局
後
に
間

接
性
肺
疾
患
を
患
っ
て
死
亡
し

た
例
も
報
告
さ
れ
た
。

誰
に
．
で
も
起
こ
る

珍
藁
ア
レ
ル
ギ
8
年

す
べ
て
の
薬
を
傭
醸
し
て
副

作
用
が
疑
わ
れ
る
症
例
を
眺
め

る
と
、
「
肝
機
能
障
害
」
　
の
多

さ
に
気
づ
く
。
・

「
リ
ス
ト
に
あ
る
肝
機
能
障
害

の
ほ
と
ん
ど
は
薬
物
性
肝
障
害

だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
も
そ
も
体
内
に
入
っ
た
薬
．

は
肝
臓
な
ど
で
そ
の
有
効
成
分

が
分
解
さ
れ
て
徐
々
に
薬
効
を

失
い
ま
す
が
、
肝
機
能
が
弱
っ

て
い
る
人
は
そ
の
際
に
肝
臓
が

処
理
し
き
れ
ず
急
性
肝
炎
を
発

症
す
る
こ
と
が
多
い
。
す
る
と

高
熱
が
生
じ
て
動
け
な
く
な
り
、

救
急
搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
」
　
（
長
澤
氏
）

－
肝
臓
の
疾
患
で
怖
い
．
の
は
、

肝
荊
胞
の
壊
死
な
ど
が
急
激
に

進
む
「
劇
症
肝
炎
」
だ
。

「
発
熱
や
食
欲
不
振
が
起
き
て
　
3
5

皮
膚
が
黄
色
く
変
色
し
ま
す
。
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●●一▼ �ビオラ土ルミン錠剤 ����������腸炎を患った女性（40代）が肝胆道系疾患を 発症。併用薬あり（※1） �������������副作用なし 

ぜオスリェ配合琵一一 ���������� ��iEIj． ����������i〝　ヽ◆ � � ��� ��� 炎を発症；併用楽あり．・穣il＿主＿ ����������� � � � �� ��� � 

ラックピー街粧N　‾1 ���������％ �下痢を患った男性（60代）が肝機能異常を発 症。併用薬あり（※1） �������������腰部膨満惑、発疹． 

＝麗 �部膨 �� � �うだ女 ��÷∴性（∴ �30代 ��募諦腰 �� � �蘇薯蔀黍諒恕麗 ���� � �食繚 

寧 �不 �� �ン � � �垂寧∴： ��� � ���� ���� ����� ���� �� I　ニ ������謡卑・ ���� �：併 �索 � �あり � � ����� �� �不縁頭痛 ���など：∴∴ �� � � 
i／　ノ �ララクビ÷毎 ����������（ラックピー微粒N・1％と同成分） �������������腰部膨満駄発疹∴i ����� � � 

′‾ t＝ l／ノ � �‘’‘・ヽ∴ ����．ふ ����� �ふ； � � �� ������� � �∴十∴ ��∴十㌧∴∴ �� � � 

ヽ－、： �∴∴「∴：∴∴∴∴∴ ������ � � � �� �� � �∴∴∴ 

ここう“ プルせこ岬醍” �������12mg－ ���（センノシド籠 �����12mg．「サワイ」と同成分） ��������血圧低下、 ���腹痛、下痢など 

：アロー ���� ��� ��へ〕．1、・ �頂 肇 � � � � � ������ � � � ��＼∴∴ � � �� 

ヨーデルS糖衣錠－80 ����������� ��憲っ � ���� �����発疹、腹痛、悪心 ����・嘔吐な ��、と． 便 �秘を ���た男性（50代）が急性肝炎を発症。 

80mg ����������併用案あり 

こぶ－： ��∴：∴＼ � �‘i辛完了 言ヽ、■： � �� �薫 � ���������邁 潔 � 

≡翠 �� �� ����� � � �� � ������ � �� �� � �� � 

抗 �タリオン範10mg ����������そう痺症を患った男性（60代）が肝機能異常 �������������呼吸困難、白血球数減少、めま 

を発症。のちに死亡 �������������い、動悸、倦怠感、展開など 
圭　1■’＿1 � � � ���� 

1－　藻言i畿滋 ����、∵∴∴： ��� �≡整数∴松房組覿ミiI誘 �����難悉若美 

ケタスカ �����プセル10mg一 �����脳梗塞を患った男性（70代）が血相 ������������反減少症 �めまい、振戦、不眠、心棒元進、 を発症。併用案あり �������������起立性低血圧、淳遊感など　－ 

牽 � ��．・∴六一 ���� ��　　∴∴∴ ；‘ヽ � �i雲蓋 �� �寮 �人、8⑧‾／′ �������〕一　∴ � ���縫箱泌蒜”‾‘〝 ����ー　∴∴ヾ 
mg「 ���二瑳 � � �姦 �� ���� ���∴」∴ � ���� ��� 

ノブ工 「SAN ����� �� � ��隆 症 �品言霊憲黒：定説二読i蕊ふ霊1品i＿－読売′了，ニー膏 �������� ラ 6 �手、 mg ������ジン塩 ��塩範 �ア 吸 �レ 困 �レ � ��鼻炎を患った男性（7 �������代）が呼 �血圧低下、意識消失、白血球滅 小　＼　　主な 

！塾 �� ������。併用案あり ������� �・ン、めまし、動悸、睡眠障ロム と ●●－一一一一｝－●－＋ ���� � � ��� ��������� � � �：∴∴∴ � � ��駕膝 

＼、∴： � �子． �窓襲 �憂 �・鑑 �凧薬あl）∴∴∴ ������∴一∴∴∴ 　　告へi �潔 、な �∴－ヽ「∴∴∴ ���：パ‾、） ：‾∴ヽ‘： �� �愁 

三“ �プレドニゾロン範1品と ����������潰瘍性大腸炎を患った男性（50代）が潰瘍性 �������������心筋梗塞、脳梗塞、動脈癌など （旭 �化成） ���������出血を発症。併用案あり 
お壷 �｛！ii � � � � � ������一・場　‘1、三 � ���綺麗 � �；一、・ �碧 �藤一； ∴十一 

∴ � � �∴∴：∴∴∴ � �：∴∴∴∴∴ �婆 �嚢 �� �護 � �������言i暮∵‘ �「∴∴：子∴ �� 

（●● �‘デパス轟0，5mg ����������統合失調症を患った男性（60代）が悪性症候 �������������依存性、呼吸抑制、横紋筋融解 

一一　l：： �����������群を発症。併用案あり �������������症、問質性肺炎など 
1、°＿寧 ∴）m �� � � ����� � � �� � �：iヽ‾〝‾“ �� ��� � � ���黒雲至’’一　　　縦 

淳 ��� �� ��言、∴ �� �襲 � � ��シ �額擬態懸熊襲瀦 ������� �≡涙襲溜襲 ��� ��「∴「． �．一，∴ 
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リリカカプセル75mg

レミニ薗ルOD誼8mg

ヘルペス後神経痛を患った女性（70代）が劇

症肝炎を発症。併用案あり。のちに死亡
めまい、意識消失、心不全、－低
血精など

アナブイラキシー、めま
怠感、発疹など

認知障害を患った女性（70代）が徐脈、意識
消失。併用薬あり

失神、心ブロック、肝炎、横紋
筋融解症など

在室網動、美禰、消推
服機能障害など

マイスリ検範5mg

ハルシオン0，25mg範

不眠症を患った女性（70代）が急性呼吸不全
を発症。併用薬あり。のちに死亡

不眠症を患った男性（70代）が劇症肝炎を発
症。併用案あり。のちに死亡

離脱症状、意識障害、一過性前

向性健忘、もうろう状態など‘”

薬物依存、満祐症状、呼吸抑
制、一過性前向性健忘、など

ノイロトロビン錠4単位

カロナール範200
200mg

ヘルペス後神経痛を患った女性（70代）が肝

機能異常や発疹を発症。併用薬あり

鎮痛療法で服用していた女性（70代）が劇
症肝炎を発症。併用案あり。のちに死亡

そう痔、嘔気、めまい・ふらつき

ショック、アナフイラキシー、喘
息発作の誘発、問質性肺炎な
ど

ツムラ大建中濃エキス顆粒
（匪窺用）

ツムラ抑軒数エキス顆粒
（匪療用）

ツムラ六君子湯エキス顆粧
（医療用）

ツムラ葛根湯エキス顆輯
（医療用）

ツムラ五苓散エキス顆粒
（医寮用）

ツムラ麻子仁丸エキス顆粧
（医療用）

ツムラ大貴甘華湯エキス顆識
（医霹用）

消化管連動障害を患った舅怪（70代）が薬物
性肝障害を発症。併用案あり。のちに死亡

脳梗塞を患った男性（80代）がうっ血性心不
全を発症。併用案あり。のちに死亡

自律神経失調を患った男性（50代）が偽アル
ドステロン症を発症：併用薬あり

上気道の炎症を患った男性（70代）が偽アル
ドステロン症を発症。併用薬あり

硬膜下血腫を患った男性（80代）が肝不全を
発症。併用薬あり。のちに死亡

便謡を患った男性（70代）が問質性肺疾患を
発症。併用案あり（※1）

便藤を患った男性（70代）が儀アルドステロ
ン症を発症。併用薬あり・

問質性肺炎、呼吸困難、発熱、
悪心、嘔吐、黄症など

同質性肺炎、呼吸困難、低カリ
ウム血痕、血圧上昇、横紋筋融
解症、四肢痙攣など

血圧上昇、低カリウム血症、四
肢痙攣、麻痺、肝機能障害、悪
心など

血症、四肢痙攣、麻痺、悪心な
ど

肝機能異常、発疹、発赤、癌淳

食欲不振、腹痛、下痢など

リウム血症、 血圧上昇、脱
力感、四肢痙攣、麻痺、腹痛な
ど
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